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深 秋 の 候 、皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す

ご 清 栄 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

１ ０ 月 ２ １ 日 、福 井 に 出 掛 け て き ま し た 。副

業 が バ レ て 落 ち 込 ん で い た 友 人 を 励 ま し に 行

き ま し た 。 友 人 と の 待 ち 合 わ せ は 、 １ ７ 時 半 。

せ っ か く 福 井 へ 行 く の で す か ら 、タ ダ で 済 ま す

訳 に は い き ま せ ん 。 一 度 行 っ て み た か っ た 『 東 尋 坊 』 へ 行 っ て き ま し た 。 ○ ○ サ ス

ペ ン ス 劇 場 や ○ ○ ワ イ ド 劇 場 で お 馴 染 み の 場 所 で す 。 朝 出 発 し て 途 中 Ｓ Ａ な ど に 寄

り 道 し た の で 、 東 尋 坊 に 着 い た の は 、 １ ４ 時 。 食 堂 で 海 鮮 丼 を 食 べ て 遊 覧 船 へ 。 解

説 の お 兄 さ ん が 上 手 で 見 ど こ ろ を 堪 能 し て き ま し た (^^)/。  

た だ 、 目 的 は 友 人 と 会 う こ と な の で 、 長 居 は で き ま せ ん 。 本 当 は 永 平 寺 に も 行 き

た か っ た の で す が 、 そ こ は お 預 け で す (T_T)。  

そ し て 、友 人 と 待 ち 合 わ せ の 喫 茶 店 へ 。当 初 、「 会 社 を 辞 め な い と い け な い 」と 言

っ て い ま し た が 、 そ の 後 「 代 わ り の 人 間 が い な い 」 と い う こ と で 継 続 し て 勤 め る こ

と が で き る よ う に な っ た そ う で す 。 副 業 も 「 会 社 に 絶 対 に 迷 惑 を か け な い 」 と い う

条 件 で 認 め て も ら え た よ う で す 。「 安 心 し た 」 と 言 っ て ま し た 。 元 気 に な っ て い て 、

良 か っ た で す (^^)。  

働 き 方 改 革 と 言 わ れ て い ま す が 、 難 し い で す ね 。 会 社 か ら し た ら 、 副 業 す る こ と

で 会 社 の 業 務 に 支 障 が 出 た ら 大 損 害 で す 。 友 人 は 、 会 社 の こ と は キ チ ン と こ な し て 、 残 業 も

し て い た の で 、 そ こ を 認 め て も ら え た よ う で す 。 た

だ 、 リ ス ク は 残 っ て い て 、 代 わ り に 仕 事 が で き る 人

が い れ ば 、 辞 め る こ と に な る か も し れ ま せ ん 。  

そ ん な こ ん な で 、 喫 茶 店 で 食 事 も せ ず に １ ９ 時 半

ま で 話 し 込 ん で 帰 路 へ 。 途 中 Ｓ Ａ で 食 事 を し て 、 芦

屋 に 戻 っ て き た の は 、 ０ 時 前 で し た 。 な か な か の 弾

丸 ツ ア ー （ ？ ） で し た 。 永 平 寺 は い つ … (^^;)。  

で は 、 事 務 所 だ よ り １ １ 月 号 を お 送 り し ま す 。 だ

い ぶ 寒 く な っ て き ま し た ね 。冬 が 来 ま す 。

健 康 に は ご 留 意 く だ さ い 。  

 

 

 ☆  お 知 ら せ （ ２ ０ １ ８ 年 １ １ 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

11 月 12 日   10 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

11 月 15 日   所 得 税 の 予 定 納 税 額 の 減 額 申 請  

 所 得 税 の 予 定 納 税 額 の 納 付 (第 2 期 分 ) 

 
9 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞

 

3 月 、 6 月 、 9 月 、 12 月 決 算 法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 3 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確

定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
3 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 

消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 3 月 、 6 月 、 12 月 決 算 法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 3

月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

11 月 30 日  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,800 万 円 超 の 8 月 、9 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人・個 人 事 業 者

の 1 月 ご と の 中 間 申 告 (7 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

   個 人 事 業 税 の 納 付 (第 2 期 分 ) 

 

 ☆  大 き く 変 わ る 今 年 の 年 末 調 整   

 

◆  平 成 30 年 分 の 所 得 税 か ら 控 除 が 変 わ る  

平 成 29 年 度 の 税 制 改 正 に お い て 、配 偶 者 控 除・配 偶 者 特 別 控 除 の 見 直 し が 行 わ れ 、平 成 30

年 分 の 所 得 税 か ら 適 用 さ れ る こ と に な り ま し た 。こ れ に 伴 い 、給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 申 告 書 、

配 偶 者 控 除 等 申 告 書 の 記 載 事 項 等 の 見 直 し が 行 わ れ て い ま す の で 、今 年 の 年 末 調 整 事 務 は 注 意

が 必 要 で す 。  

 

◆  変 更 点 1 配 偶 者 控 除 の 見 直 し  

従 来 は 所 得 者 本 人 の 所 得 金 額 に 制 限 は な く 、控 除 対 象 配 偶 者 が い る 場 合 は 誰 で も 38 万 円 (老

人 控 除 対 象 配 偶 者 の 場 合 48 万 円 )の 控 除 が 受 け ら れ ま し た 。し か し 、改 正 後 は 、所 得 者 本 人 の

収 入 に 応 じ て 控 除 額 が 逓 減 す る 仕 組 み が 加 わ り 、 本 人 の 給 与 収 入 が 1,120 万 円 (合 計 所 得 金 額

900 万 円 )を 超 え た 場 合 の 控 除 額 は 次 の よ う に な り ま す 。  

(1)給 与 収 入 1,120 万 円 超 1,170 万 円 以 下 (所 得 金 額 900 万 円 超 950 万 円 以 下 )の 控 除 額 26
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万 円 〈 老 人 控 除 対 象 配 偶 者 は 、 32 万 円 〉  

(2)給 与 収 入 1,170 万 円 超 1,220 万 円 以 下 (所 得 金 額 950 万 円 超 1,000 万 円 以 下 )の 控 除 額 13

万 円 〈 同 じ く 、 老 人 控 除 対 象 配 偶 者 は 16 万 円 〉  

(3)給 与 収 入 1,220 万 円 超 (所 得 金 額 1,000 万 円 超 )の 控 除 額 0 円  

 

◆  変 更 点 2 配 偶 者 特 別 控 除 の 見 直 し  

対 象 と な る 配 偶 者 の 所 得 金 額 が 給 与 収 入 150 万 円 以 下（ 合 計 所 得 金 額 85 万 円 以 下 ）の 場 合 、

配 偶 者 控 除 と 同 額 の 控 除 が 受 け ら れ る よ う 見 直 さ れ ま し た 。ま た 、適 用 範 囲 が 拡 大 し 、配 偶 者

の 合 計 所 得 金 額 が 改 正 前 の 「 38 万 円 超  76 万 円 未 満 」 か ら 「 38 万 円 超  123 万 円 以 下 （ 給 与

収 入 103 万 円 超 201 万 円 以 下 ）」 と な り ま し た 。 一 方 、 配 偶 者 控 除 と 同 様 に 、 所 得 者 本 人 の 合

計 所 得 金 額 に 応 じ て 控 除 額 が 逓 減 す る 仕 組 み が 加 わ っ て い ま す 。  

 

◆  留 意 す べ き 事 項  

改 正 後 の 配 偶 者 特 別 控 除 は 適 用 区 分 が 細 分 化 さ れ 、複 雑 化 し て い ま す 。所 得 者 本 人 と 配 偶 者

の 所 得 金 額 を 正 確 に 把 握 し な い と 控 除 額 の 計 算 が 行 え ま せ ん の で 、配 偶 者 特 別 控 除 申 告 書 の 記

載 に 当 た っ て は 十 分 な 確 認 が 必 要 で し ょ う 。ま た 、配 偶 者 特 別 控 除 を 受 け ら れ る 配 偶 者 の 所 得

金 額 要 件 が 拡 大 し ま し た が 、社 会 保 険 の 被 扶 養 者 要 件 は 変 更 さ れ て い ま せ ん の で 、社 会 保 険 で

の 被 扶 養 者 と な る た め に は 所 得 調 整 が 必 要 で す 。  

 

 

 ☆  消 費 税 軽 減 税 率 導 入 ま で あ と １ 年 ！   

 

◆  消 費 税 軽 減 税 率 制 度 の 概 要  

2019 年 10 月 1 日 か ら 、消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 8％ か ら 10％ に 引 き 上 げ ら れ る と 同

時 に 、 消 費 税 の 軽 減 税 率 制 度 が 実 施 さ れ ま す 。 軽 減 税 率 （ 8％ ） の 対 象 と な る の は 、 次 の 2 品

目 で す 。  

・ 飲 食 料 品 … 飲 食 料 品 （ 酒 類 を 除 く ）  

 ※ 外 食 や ケ ー タ リ ン グ 等 を 除 く 。  

・ 新 聞 … 週 2 回 以 上 発 行 さ れ る 新 聞 （ 定 期 購 読 契 約 に 基 づ く も の ）  

 

◆  区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式 が 始 ま る  

軽 減 税 率 制 度 の 実 施 に 伴 い 、消 費 税 等 の 税 率 が 8％ と 10％ の 複 数 税 率 に な り ま す の で 、2019 

年 10 月 1 日 か ら 2023 年 9 月 30 日 ま で の 間 は 税 率 ご と の 区 分 経 理 が 必 要 で す 。ま た 、区 分 経

理 に 対 応 し た 帳 簿 及 び 請 求 書 等 の 保 存 も 要 件 と な り ま す 。  

 

◆  適 格 請 求 書 等 保 存 方 式 (イ ン ボ イ ス 方 式 ) 

2023 年 10 月  1 日 以 降 、複 数 税 率 に 対 応 し た 仕 入 税 額 控 除 の 方 式 と し て「 適 格 請 求 書 等 保

存 方 式 」い わ ゆ る「 イ ン ボ イ ス 方 式 」が 導 入 さ れ ま す 。適 格 請 求 書 (イ ン ボ イ ス )は 、適 格 請 求

書 発 行 事 業 者 と し て 登 録 を 受 け た 事 業 者 で な け れ ば 交 付 で き ま せ ん の で 、適 格 請 求 書 発 行 事 業

者 と な る た め に は 、2021 年 10 月 1 日 以 降 、登 録 申 請 書 を 税 務 署 に 提 出 し て お か な け れ ば な り

ま せ ん 。免 税 事 業 者 の 場 合 は 、課 税 事 業 者 と な る こ と を 選 択 し 、登 録 申 請 書 を 提 出 す れ ば 適 格

請 求 書 発 行 事 業 者 と な る こ と が で き ま す 。  

 

◆  レ ジ の 導 入 は お 早 め に  

複 数 税 率 対 応 レ ジ を 導 入 す る こ と で 、区 分 記 載 請 求 書 等 の 発 行 が 簡 単 に で き る よ う に な り ま

す し 、今 な ら 軽 減 税 率 対 策 補 助 金 が 1 台 当 た り 最 高 で 20 万 円 受 け ら れ ま す (※ 資 本 金 額 な ど 一

定 の 条 件 が あ り ま す )。  

軽 減 税 率 対 策 補 助 金 は 今 年 8 月 現 在 で 約 7 万 以 上 の 事 業 者 に 交 付 さ れ た と の こ と で す 。メ ー

カ ー に よ っ て は 人 気 商 品 が 欠 品 と な っ て い て 、納 品 ま で に 時 間 が か か る ケ ー ス も 見 受 け ら れ る

よ う に な っ て き ま し た 。軽 減 税 率 対 策 補 助 金 の 補 助 事 業 の 完 了 期 限 は 2019 年 9 月 30 日 ま で 延

長 さ れ て い ま す が 、 補 助 金 に 限 り も あ り ま す の で 、 早 目 の 対 応 を お す す め し ま す 。  

 

 

 ☆  基 準 地 価  バ ブ ル 以 来 27 年 ぶ り 上 昇   

 

国 土 交 通 省 が 公 表 し た 2018 年 の 基 準 地 価 に よ れ ば 、 今 年 の 全 国 の 地 価 の 平 均 （ 全 用 途 ） は

前 年 度 比 0.1％ 上 昇 し 、バ ブ ル 期 の 1991 年 以 来 27 年 ぶ り に 上 昇 と な り ま し た 。前 年 ま で 8 年

連 続 で マ イ ナ ス 幅 を 縮 小 し 、17 年 は 0.3％ の 下 落 に と ど め て い ま し た が 、と う と う プ ラ ス に 転

じ た こ と に な り ま す 。  

東 京 、大 阪 、名 古 屋 の 三 大 都 市 圏 は 住 宅 地 で 前 年 比 0.7％ 、商 業 地 で 4.2％ 、工 業 地 で 2.1％

と 、 そ れ ぞ れ 前 年 に 引 き 続 い て の 上 昇 と な り ま し た 。  

 

全 国 の 地 価 上 昇 を 押 し 上 げ た 最 大 の 要 因 は 、三 大 都 市 圏 よ り も む し ろ 地 方 中 枢 都 市 で す 。札

幌 、 仙 台 、 広 島 、 福 岡 の 地 方 中 枢 4 都 市 は 、 住 宅 地 で 3.9％ 、 商 業 地 に 至 っ て は 前 年 比 9.2％

と い う 三 大 都 市 圏 を は る か に し の ぐ 伸 び を 示 し ま し た 。  

 

ま た 中 枢 都 市 以 外 に 、人 気 の 観 光 地 を 抱 え る 自 治 体 の 地 価 上 昇 も 著 し い も の で し た 。全 国 の

地 価 上 昇 率 ラ ン キ ン グ を 見 る と 、ス キ ー リ ゾ ー ト と し て 外 国 人 に 人 気 の 高 い ニ セ コ を 抱 え る 北

海 道 倶 知 安 町 が 上 位 3 位 を 独 占 し 、20％ 台 後 半 か ら 45％ と す さ ま じ い 上 昇 率 を 誇 っ て い ま す 。

ま た 国 内 観 光 客 に も 人 気 の 高 い 京 都 も 4 地 点 が ラ ン ク イ ン し 、東 京 や 大 阪 を し の ぐ 伸 び を 見 せ

ま し た 。  

 

一 方 、中 枢 都 市 や 観 光 地 以 外 の 地 方 都 市 に 目 を 向 け る と 、マ イ ナ ス 幅 は 縮 小 し て い る も の の

下 落 が 続 い て い ま す 。 住 宅 地 で は 0.9％ 、 商 業 地 で も 0.6％ の 落 ち 込 み を 示 し 、 上 昇 が 続 く 都

市 圏 と は 対 照 的 に 、 地 価 の 二 極 化 傾 向 を く っ き り 表 す 結 果 と な り ま し た 。  

 

基 準 地 価 は 毎 年 7 月 1 日 時 点 で の 全 国 の 地 価 を 表 し

た も の 。 1 月 時 点 で の 地 価 を 調 査 す る 公 示 地 価 と 補 完

し 合 う 関 係 と な っ て い ま す 。  
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